
平成 27 年 8 月１日 ちくご市議会だより № 42平成 27 年 8 月１日 ちくご市議会だより № 42 23

国保税限度額85万 円へ引き上げ、軽減措置は拡大

シ
ー
等
、
従
来
か
ら
の
公
共

交
通
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
事

業
者
と
の
事
前
協
議
は
行
っ

た
か
。

答　

事
前
協
議
は
行
っ
て
い

な
い
。

　

た
だ
コ
ー
ス
設
定
の
際
に

は
、
公
共
バ
ス
路
線
へ
の
影

響
が
出
な
い
よ
う
に
配
慮
を

お
願
い
し
て
い
る
。

　

影
響
が
ま
っ
た
く
な
い
と

は
言
い
切
れ
な
い
が
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
、
自
分
た
ち
の

移
動
手
段
の
確
保
と
い
う
こ

と
で
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と

し
て
い
る
こ
の
活
動
や
思
い

を
最
大
限
尊
重
し
、
市
と
し

て
は
支
援
し
て
い
き
た
い
。

答　

今
後
も
基
本
的
に
、
国

の
制
度
の
中
で
対
応
す
る
が
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

の
あ
り
方
は
検
討
し
た
い
。

平
成
27
年
度
筑
後
市
一
般
会

計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

27
年
度
の
予
算
総
額
を

１
８
４
億
４
０
９
４
万
円
と

す
る
も
の
。

●
ヤ
フ
オ
ク
ド
ー
ム
公
式
戦

協
賛
Ｐ
Ｒ
事
業
委
託
料
の
た

め
５
０
０
万
円
の
増
額
。

問　

実
際
ど
の
よ
う
な
内
容

な
の
か
。

　

Ｐ
Ｒ
の
際
に
は
ぜ
ひ
地
元

の
商
品
、
製
品
を
使
っ
て
ほ

し
い
が
。

答　

９
月
29
日
の
ヤ
フ
オ
ク

ド
ー
ム
で
の
公
式
戦
を
筑
後

市
の
協
賛
試
合
と
し
、
来
場

さ
れ
た
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
へ
、

来
年
春
の
フ
ァ
ー
ム
開
業
に

向
け
て
、
筑
後
市
の
情
報
を

発
信
し
た
い
。

　

詳
細
は
未
定
で
あ
る
。

問　

フ
ァ
ー
ム
開
業
時
に
は

多
く
の
人
が
筑
後
市
を
訪
れ

の
考
え
方
は
。

答　

国
民
健
康
保
険
税
特
別

会
計
は
、
平
成
26
年
度
が
赤

字
決
算
と
な
っ
た
経
過
も
あ

り
、
法
律
に
合
わ
せ
て
限
度

額
の
引
き
上
げ
を
提
案
し
た
。

問　

今
回
の
限
度
額
引
き
上

げ
に
該
当
す
る
世
帯
数
と
増

収
に
な
る
金
額
は
。

答　

医
療
分
で
２
０
０
世
帯
、

後
期
高
齢
者
支
援
分
２
０
０

世
帯
、
介
護
納
付
金
98
世
帯
、

税
額
で
５
５
０
万
円
の
増
収

を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

限
度
額
の
引
き
上
げ
だ

け
で
、
抜
本
的
な
赤
字
解
消

に
は
な
ら
な
い
。
財
源
に
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
の

増
額
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

筑
後
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
基
礎

課
税
限
度
額
51
万
円
を
52

万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
課
税
限
度
額
16
万
円

を
17
万
円
に
、
介
護
納
付
金

課
税
限
度
額
14
万
円
を
16
万

円
と
し
、
国
民
健
康
保
険
税

賦
課
限
度
額
を
81
万
円
か
ら

85
万
円
に
す
る
も
の
。

　

一
方
、
軽
減
措
置
の
拡
大

と
し
て
、
５
割
軽
減
、
２
割

軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯
の

軽
減
判
定
所
得
の
引
き
上
げ

を
行
う
も
の
。

問　

限
度
額
に
つ
い
て
、
法

律
で
は
こ
こ
ま
で
賦
課
し
て

も
良
い
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
か
つ
て
は
こ
の
限
度
額

を
下
回
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

る
。
今
回
、
国
の
改
正
に
合

わ
せ
た
限
度
額
引
き
上
げ
の

提
案
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

る
よ
う
、
事
業
に
つ
い
て
は

十
分
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

こ
の
事
業
は
、
今
後
も
継

続
し
た
取
り
組
み
な
の
か
。

答　

こ
の
協
賛
試
合
を
通
し

て
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
と
記
者
発
表
す
る
な
ど
の

話
題
づ
く
り
、
ま
た
マ
ス
コ

ミ
へ
の
呼
び
か
け
等
、
一
つ

の
契
機
と
し
た
い
。

　

現
段
階
で
は
継
続
は
考
え

て
い
な
い
。

ヤフオクドームでの 筑後市ＰＲ事業に５００万円
 コミュニティ自動車「まつばら号」今秋運行開始

　

４
年
に
１
度
改
選
さ
れ
る

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
選
挙

で
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

選
挙
管
理
委
員

　

塚
本
弍
郎
（
羽
犬
塚
）

　

横
枕　

覺
（
溝
口
町
）

　

松
本　

淳
（
一
条
）

　

内
田
淑
子
（
鷲
寺
）

選
挙
管
理
委
員
（
補
充
員
）

　

加
藤
義
弘
（
野
町
）

　

渡
邉
光
康
（
長
浜
）

　

下
川
信
子
（
津
島
東
）

　

宮
𠩤
一
壽
（
羽
犬
塚
）

（
敬
称
略
）

　

教
育
予
算
の
確
保
と
充
実

を
求
め
る
意
見
書

　

意
見
書
は
、
関
係
大
臣
等

あ
て
送
付
。

人
権
擁
護
委
員

　

江
﨑
道
子
（
折
地
作
出
）

（
敬
称
略
）

６月定例会では、提案された８議案（意見書、人事案件、選挙各１件含む）を原案どおり
可決しました。

国民健康保険税条例の改正では、軽減措置の拡大を図りながらも、賦課限度額がこれまで
の 81 万円から 85 万円へ引き上げられました。

補正予算では、ヤフオクドーム公式戦協賛ＰＲ事業として、９月に開催されるホークス公
式戦協賛による筑後市のＰＲが決定しました。来年春のファーム本拠地開業に向けて、着々
と準備が進んでいます。

また松原校区では、コミュニティ自動車「まつばら号」が今秋運行を開始します。

（
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
）

（
全
員
賛
成　

原
案
可
決
）

選
挙
管
理
委
員
選
挙

意
見
書
案
１
件

人
事
案
件
１
件（
同
意
）

平成27年

6月定例会
6月12日〜6月26日

●
地
域
活
性
化
自
動
車
貸
与

事
業
は
「
ま
つ
ば
ら
号
」
運

営
協
議
会
が
実
施
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
自
動
車
の
運
行
を

支
援
す
る
た
め
の
補
助
金
等

の
増
額
78
万
円
。
規
程
等
に

基
づ
き
、
車
を
無
償
貸
与
し
、

運
営
に
か
か
る
費
用
の
最
大

２
分
の
１
の
範
囲
で
補
助
を

行
う
も
の
。

問　

平
成
15
年
に
下
妻
校
区

「
み
ど
り
号
」
、
古
島
校
区

「
の
ら
ん
の
号
」
が
発
足
し

て
以
来
、
12
年
ぶ
り
で
あ
る
。

　

今
回
、
人
口
が
多
い
松
原

校
区
で
の
運
行
開
始
だ
が
、

自
動
車
は
１
台
で
運
行
す
る

の
か
。

答　

当
面
は
１
台
の
運
行
で

可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。
27

年
11
月
開
始
を
目
標
に
、
月

・
水
の
コ
ー
ス
と
火
・
金
の

コ
ー
ス
、
２
コ
ー
ス
が
予
定

さ
れ
、
年
間
２
０
０
０
人
の

利
用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

問　

自
治
体
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
自
動
車
等
を
導
入
す
る
際

は
、
民
業
圧
迫
に
な
ら
な
い

よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
う

べ
き
で
あ
る
。
バ
ス
、
タ
ク

主
な
議
案
と
質
疑

健診受診は医療費の適正化につながる

９／29 ヤフオクドーム公式戦での筑後市ＰＲが決定！

運行開始から12 年目を迎えた「みどり号」

（
全
員
賛
成　

原
案
可
決
）


